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1
JMS の概要

重要 このページでは、JMS メッセージングの従来の実装について説明します。新しい実装では、この実装を

使用しないでください。今後のリリースで、この従来の実装は廃止される予定です。代わりに、PEXフレー

ムワークを使用してインターシステムズが実装している JMSPEX 相互運用アダプタ (受信と送信) を使

用します。または、JMS メッセージング API を使用します。

Java Message Service (JMS) は、複数のシステム間の通信を提供するための Java メッセージング・フレームワークです。

このフレームワークで、JMS プロバイダは、JMS クライアントが送信したメッセージのキューを管理します。一般的な JMS

メッセージには以下のような経路があります。

1. JMS クライアントが JMS プロバイダにメッセージを送信する。

2. JMS プロバイダが別の JMS クライアントにメッセージを送信する。

相互運用プロダクションにより、インターシステムズ製品は、JMSメッセージを送受信する JMSクライアントになることがで

きます。インターシステムズの JMS クライアントは、EnsLib.JMS.Operation ビジネス・ホストを使用してメッセージを

JMS プロバイダに送信し、EnsLib.JMS.Service ビジネス・ホストを使用して JMS プロバイダからのメッセージを受信

します。ObjectScript に精通している上級ユーザは、このような組み込みコンポーネントを使用するのではなく、独自の

カスタム JMS ビジネス・ホストを作成することもできます。

内部的には、JMS ビジネス・ホストは InterSystems 外部サーバを利用して Java に接続します。

1.1 JMS メッセージ

JMS クライアントの相互運用プロダクションにおいて、JMS メッセージはEnsLib.JMS.Messageオブジェクトです。メッセー

ジ・オブジェクトの textプロパティは、メッセージ・コンテンツが含まれます。メッセージ・オブジェクトのtypeプロパティ

は、TextMessageや BytesMessage などのメッセージ・タイプを指定します。EnsLib.JMS.Message クラスは、メッ

セージのプロパティの設定および取得のためのメソッドも提供します。

1.2 Jar ファイル

JMS 機能のための jar ファイルは install-dir\dev\java\lib\JDK18\intersystems-enslib-jms-3.0.0.jar で入手できます。

以下のクライアント開発用 jar ファイルも提供されています。

• install-dir\dev\java\jms\wljmsclient.jar
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• install-dir\dev\java\jms\wlthint3client.jar
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2
JMSビジネス・サービスおよびオペレーションの

構成と使用

重要 このページでは、JMS メッセージングの従来の実装について説明します。新しい実装では、この実装を

使用しないでください。今後のリリースで、この従来の実装は廃止される予定です。代わりに、PEXフレー

ムワークを使用してインターシステムズが実装している JMSPEX 相互運用アダプタ (受信と送信) を使

用します。または、JMS メッセージング API を使用します。

インターシステムズ製品は、組み込みのビジネス・ホストを相互運用プロダクションに追加することにより、JMS クライアン

トとして構成できます。

インターシステムズ製品が JMS メッセージを受信できるようにするには、新しいビジネス・サービスを相互運用プロダク

ションに追加して、このビジネス・サービスの [サービスクラス]を EnsLib.JMS.Serviceとして定義します。このビジネ

ス・サービスは、すべての応答を無視します。

インターシステムズ製品がJMSメッセージを送信できるようにするには、新しいビジネス・オペレーションを相互運用プロ

ダクションに追加して、このビジネス・オペレーションの [オペレーション・クラス] を EnsLib.JMS.Operation として定

義します。このビジネス・オペレーションは、JMS メッセージを送ってきたビジネス・ホストに EnsLib.JMS.Responseオ

ブジェクトを返します。

これらのビジネス・ホストをプロダクションに追加したら、[設定] タブで以下の設定を構成します。

• [JMSCredentials] — JMSサーバのユーザ名とパスワードに対して定義される認証情報。JMSのユーザ名とパスワー

ドのための認証情報の作成の詳細は、"認証情報の定義" を参照してください。

• [JavaGatewayHost]および [JavaGatewayPort] — JMS サポートを有効にするためにプロダクションが使用している

InterSystems 外部サーバの IP アドレスおよびポート。外部サーバは、Java ゲートウェイとも呼ばれます。

EnsLib.JavaGateway.Service ビジネス・ホストをプロダクションに追加した場合は、その [基本設定] の下の

IP アドレスとポートを使用します。

• [JMSServer] — JMS サーバの URL。

• [JMSFactory] — QueueConnectionFactory の名前。

• [JMSQueue] — JMS キューの名前。

• [JMSClientID] — アクティブな接続の JMS サーバ・リストに表示される名前。
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3
アダプタを使用したカスタム JMS サービスおよ

びオペレーションの作成

重要 このページでは、JMS メッセージングの従来の実装について説明します。新しい実装では、この実装を

使用しないでください。今後のリリースで、この従来の実装は廃止される予定です。代わりに、PEXフレー

ムワークを使用してインターシステムズが実装している JMSPEX 相互運用アダプタ (受信と送信) を使

用します。または、JMS メッセージング API を使用します。

カスタムの JMS ビジネス・サービスおよびビジネス・オペレーションを作成するには、カスタムのObjectScript コードの記

述が必要となるため、組み込みの JMS サービスおよびオペレーションより多くの開発リソースが必要ですが、Java ゲー

トウェイ・プロキシ・オブジェクトに直接アクセスできるため、より優れたパフォーマンスを提供します。

カスタムの JMS ビジネス・サービスを開発するには、以下のようにします。

• EnsLib.JMS.InboundAdapterをアダプタとして使用して、カスタムの BusinessServiceクラスを実装します。

• OnProcessInput() メソッドを、以下のシグニチャでオーバーライドします。

Method OnProcessInput(pMessage As %Net.Remote.Object, Output pOutput As

%RegisteredObject) As %Status

• pMessage は、クラス com.intersystems.enslib.jms.Message の Java メッセージ・オブジェクトのゲートウェ

イ・プロキシ・オブジェクトです。 Java メッセージ・オブジェクトのプロパティおよびメソッドには、ゲートウェイ・プロキ

シ・インタフェースを使用してアクセスできます。pMessage オブジェクトには、JMS プロバイダから受信したメッセー

ジが含まれます。

カスタムの JMS ビジネス・オペレーションを開発するには、以下のようにします。

• EnsLib.JMS.OutboundAdapter をアダプタとして使用して、カスタムの BusinessOperation クラスを実装し

ます。

• OnMessage() メソッドをオーバーライドするか、メッセージ・マップを実装します。メッセージ・マップの詳細は、"プ

ロダクションの開発" の "メッセージ・マップの定義" を参照してください。

• ..Adapter.GetNewMessage(tMessage)を呼び出して、プロダクション内の別のホストからビジネス・オペレーショ

ンに送信したメッセージを取得します。

tMessage には、クラス %Net.Remote.Object があります。

• tMessage は、クラス com.intersystems.enslib.jms.Message の Java メッセージ・オブジェクトのゲートウェ

イ・プロキシ・オブジェクトです。 Java メッセージ・オブジェクトのプロパティおよびメソッドには、ゲートウェイ・プロキ
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シ・インタフェースを使用してアクセスできます。Java クラス com.intersystems.enslib.jms.Message に実

装されているプロパティとメソッドにより、tMessage にアクセスします。

• ..Adapter.SendMessage(tMessage) を呼び出すことにより、JMS プロバイダにメッセージを送信します。

カスタムの JMS ビジネス・サービスおよび JMS ビジネス・オペレーションを開発したら、組み込みの JMS ビジネス・ホス

トで行ったのと同様にこれらをプロダクションに追加します。
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アダプタを使用したカスタム JMS サービスおよびオペレーションの作成
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